
NEC盲導犬キャラバン
～もっと知りたい！自分にできること。～

【開催報告】エグゼクティブ・サマリー

2017年12月21日

ＮＥＣ
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イベント実施概要

▌開催日：2017年12月3日（日） 13:30～15:30

▌開催場所：千葉市子ども交流館（きぼーる）

▌参加対象：親子（5歳～小学6年生と保護者）または中学生（単身での参加可）

▌参加人数：親子23組（子ども31名，保護者23名 計54名）

▌主催：公財）日本盲導犬協会

▌共催：千葉市子ども交流館，ＮＥＣ

▌協力：千葉市ボランティアセンター

▌主な内容：

 視覚障がいや盲導犬に関する理解を深めるための講義及びデモンストレーション

 白杖歩行体験

 手引き歩行体験（人の腕か肩につかまって誘導してもらう方法）

 視覚障がい者に位置情報を伝達する手段「クロックポジション」を使った

コミュニケーションワーク

 展示（点字のついた食品，視覚障がい体験メガネ，音声電卓など）

【参加者アンケートの実施】
方法：イベント当日用紙を配布
回答者：保護者（含む一部子ども）
有効回答数：30
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実施体制

団体名 当日 事前準備 主なアクション

千葉市
市民自治推進課

共催

協働事業主管 千葉市協働事業提案制度 採択

広報 千葉市HPに本実施事業を掲載

告知・集客 市役所内ポスター掲示，メルマガ発信

千葉市子ども交流館 共催

告知・集客
交流館HPにイベント告知
近隣小学校へチラシ配布

申込み受付・管理 来館・電話受付，名簿管理

会場準備 アリーナ提供，備品等準備

財) 日本盲導犬協会 主催
企画 企画検討

備品等準備 白杖，サポーターバッヂ，ﾘｰﾌﾚｯﾄ等

ＮＥＣ
（千葉支社，
ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ推進室）

共催

企画
企画策定・検討
千葉市協働事業提案制度に申請

調整全般
運営資料等作成
関係部門との各種調整全般

告知・集客 社内外呼びかけ，関係団体等へ案内

広報 メディア各社へイベントを案内

千葉市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 協力 体験用具の貸出 視覚障害体験メガネ，音声電卓など
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トピックス

▌平成29年度 千葉市協働事業提案制度 実施事業として開催

 主管：市民局市民自治推進部市民自治推進課様

▌障害者週間（12/3～9）に合わせて実施（普及啓発促進のきっかけ）

▌受付にNECの顔認識技術を使った「笑顔パワーゲーム」を設置

 盲導犬PR犬との歩行体験者3名を公平に選ぶ手段として活用

▌千葉市ボランティアセンター様より体験用具等を借用し会場に展示

 視覚障がい体験メガネ，点字トランプ，音声電卓
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参加者アンケート 結果（1/3）

▌参加理由について（もっともあてはまるものを２つまで選択）

▌コメント

 学校の授業発表会で、盲導犬について発表しました。その際に深く勉強したのですが、

実際に盲導犬を見たことがなく、今回見ることができて大変よかったです。

 学校の友達から紹介してもらい参加しました。

 盲導犬と歩行できると思ったので、参加しました。

選択肢 回答数

普段なかなか体験できないことを体験できるイベントだから 27

親子参加のイベントだから 6

子どもが障がいについて学ぶ、よいきっかけになると思ったから。 8

盲導犬についてもっと知りたいと思ったから 14

なじみのある場所（きぼーる）での開催だから 4

その他 3
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参加者アンケート 結果（2/3）

▌イベント全体について

▌どの企画がもっとも有益だったか（選択はいくつでも）

選択肢 回答数

大変よかった 25

よかった 4

やや不満 1

大変不満 0 83%

13% 

本イベントに参加されて、いかがでしたか。

大変よかった

よかった

やや不満

大変不満

選択肢 回答数

視覚障がいについてのお話し（視覚障がいのある方の歩行方法など） 19

盲導犬のお話し（盲導犬の役割, みなさんにお願いしたいことなど） 25

白杖歩行体験 24

手引き歩行体験 18

クロックポジションを使ったコミュニケーションワーク 18

展示・その他体験コーナー（視覚障害体験メガネ等，点字クイズ） 12

＊受付時間が何時までかチラシに記載してほしかっ
た。

（＊）
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参加者アンケート 結果（3/3）

▌ご意見・ご感想（おもなコメントを引用）

 今日の体験は一生の思い出になり、盲導犬をますます好きになりました。

 盲導犬がどんなお仕事をしているのかわかった。来てよかったです。

 もっと広く知らせるべきことだと思います。PCはNECです。

 盲導犬や障がい者の気持ちを少しでも理解できるようになりました。

 盲導犬の話しを初めてきいて、すごいと思いました。楽しかったです。

 実際に盲導犬が来てくれたから、説明もわかりやすかった。

 盲導犬歩行が出来なかったのが残念だった。盲導犬についてたくさんのことが

きけてよかった。

 普段体験できないことが体験できて、親子ともども勉強になりました。

 目の見えない人の大変さがわかりました。

 とてもすてきな体験をありがとうございました。

 子どもに視覚障がいや盲導犬について勉強させるつもりで参加しましたが、

親にとってもとても勉強になりました。今後、街中で視覚障がいのあるかたに

出来ることがあったら力になりたいと思います。また盲導犬への配慮もしつつ、

募金等で手助けできればと思います。
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情報発信

▌イベント開催前（募集告知，ポスター，チラシ）

 ホームページ（千葉市子ども交流館様，千葉市役所様，NPO法人CANVAS様）

 NEC千葉支社より呼びかけ

• 千葉地区NECグループ各社，NEC千葉支社入居ビル内関係会社等へ案内発信

• 販売店会なのはな会へメール配信

 千葉市民活動支援センター様が配信する「ちばさぽ NEWS」にて400名へ案内発信

 千葉市子ども交流館様より近隣の小学校へチラシ配布（1,000枚）

 経団連１％クラブニュース，日本フィランソロピー協会メルマガなど

 メディア各社へ取材依頼（朝日新聞，毎日新聞，読売新聞，産経新聞，千葉日報

NHK, 千葉テレビ）

▌イベント開催後（広報成果等）

 読売新聞 12/4朝刊に記事掲載「盲導犬普及へPR…千葉市でイベント」

 千葉市様のホームページ：イベントの様子を掲載（写真入りで詳しく）

 NEC公式フェイスブックに写真を掲載（約8,430人にリーチ）
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東京2020エリア（笑顔パワーゲーム）

会場の一角にエリアを設置

笑顔パワーゲーム（笑顔度を測定）の
得点上位3名に、盲導犬PR犬との歩行を
体験してもらいました。
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視覚障がい，盲導犬についてのお話し

日々盲導犬と過ごしている
盲導犬ユーザーもゲスト
としてイベントに参加
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手引き歩行体験，白杖歩行体験

誘導役，誘導してもらう役，
交代して両方を体験

白杖を床につけて左右に振りながら
障害物がないかを確認しながら

進みます
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クロックポジションを使ったコミュニケーションワーク

クロックポジションとは…
視覚障がい者へ位置情報を伝える際に、時計の短針にたとえてそれを知らせる手段のこと。
卓上のものや料理を置いた場所などを「7時の方向に茶碗がある」などと説明する。視覚障がい
者から見て、手前が6時、向こう側が12時、右手が3時、左手が9時となる。

大きさや感触を頼りに、相手が指示する位置へひとつずつ皿を置いていきます。
最後にアイマスクを外して、答え合わせ。
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展示・その他体験コーナー

点字クイズに挑戦！

点字を触ってみよう，読んでみよう

ソースに点字、ついてる！

視覚障害体験メガネ，音声電卓など
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展示・その他体験コーナー

盲導犬PR犬のエミリーと一緒に

参加者から頂いた募金
合計額 7,135円




